
接着剤設計において接合能力以外にも使用されるプロセスに
おいての適切な作業性も重要な要素となる。接着剤の特性とし
ては硬化するまでは流動性が求められ，硬化環境においてその
形状が維持できるようなチキソトロピー性（遥変性）が求めら
れることが多い。フュームドシリカは粘度調整の必要な樹脂に
対して数wt％程度の添加量でチキソトロピー性を与えること
ができる添加剤として多くの接着剤に使用されている。また色
調，強度，耐熱性などの物性に影響が少なく処方しやすいこと
も多用される要因である。
フュームドシリカは乾式シリカの一種で，火炎法シリカとも
呼ばれる。組成的にはアモルファスシリカ，高純度ガラスの微
粒子であり，各種シランにより表面処理された疎水性フューム
ドシリカも多種の製品が供給されている。
フュームドシリカ製品は市場ではおもに密度0.1以下の

軽い粉の状態で供給される。図-1，2に日本アエロジル㈱製
AEROSIL® 200の倍率の異なる走査電子顕微鏡写真を示す。
図-2の球状の一次粒子が凝集した構造があり，図-1ではその凝
集体が集まって空隙の多い比重の軽い大きな凝集体を形成した
状態がわかる。図-3の透過型電子顕微鏡写真ではより明確に連
続した凝集体の構造とその間に空隙がある状態を見ることがで
きる。フュームドシリカの製品について一次粒子径が表記され
る場合，独立した一次粒子として存在することを意味するもの
ではなく構造単位の一次粒子の大きさを示すものである。

AEROSIL®には平均一次粒子径7～ 40 nmの粒子径の異なる
製品があり，表-1にその親水性製品の一部を示す。

図-1　フュームドシリカ粒子のSEM写真
図-2　フュームドシリカ粒子のSEM写真（拡大）

図-3　フュームドシリカ粒子のTEM写真
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要　　　　旨

接着剤設計において接合能力以外にも使用されるプロセスにおいての適切な作業性も重要な要素となる。フュームドシリカはチキ
ソトロピー性を与えることができる添加剤として多くの接着剤に使用されている。機能発現には適切な製品選定と分散プロセスが重
要である。
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